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１）平成２９年度食育推進事業取組み実績及び平成３０年度食育推進事業計画について

恵庭市農商工等連携推進ネットワーク　

資料1



目　　標 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
食をとおして健康をつくる

2
食をとおして人を育む

第３次恵庭市食育推進計画の領域及び目標

（目　標）
　１．体や健康のことを考えて食事をしている人を増やす
　２．１日３５０ｇ以上の野菜を摂取している人を増やす
　３．栄養バランスに配慮した食生活を実践する人を増やす
　４．食事を味わってよく噛んで食べる人を増やす

　５．朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数を増やす
　６．朝食を毎日食べる人を増やす
　７．早く寝る小学生を増やす（21時台までの就寝）

　８．「食育」に関心を持っている人を増やす
　９．地元産（道内産）食材を購入する人を増やす
１０．学校給食における恵庭産食材の活用を増やす

領　　域
3

食をとおして地域をつくる
1



食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 幼稚園給食 ■目的 日本文化である和食に幼児期から触れるとともに、幼児および

その保護者に食に対する関心を高め、食の大切さを学ぶ ■内容

■内容 和食を中心にしたメニューによる週3回の幼稚園給食

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ ■対象 幼児

■回数・人数 年間１００食、２１６人

■協働機関 島田農園、ベーカーズテラス689、株式会社ｱｲｺｰﾒﾃﾞｨｶﾙ

２、 畑の活動 ■目的 身近にある食を園生活に取り入れることにより、食と生活を

結びつけ、将来にわたって食に関心を持ち関わる心を育む ■内容

■内容 畑、水田、調理

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 ○ ○ ■対象 幼児

■回数・人数 ２１６人

■協働機関 島田農園

３、 料理ゼミ ■目的 食を通して地域と関わるとともに、調理を行うことで食に対する

関心を高める。 ■内容

■内容 地域の方を講師に招き、保育の中で定期的に調理を行う

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 〇 ○ ■対象 年長幼児

■回数・人数 年20回　80人

■協働機関 手作りｹｰｷ＆ﾊﾟﾝ＆ﾊﾟｽﾀ  ｽｳｨｰﾄﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ（Sweet Blueberry）

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
人と育む

行動目標

平成３０年度

目　標

3

食をとおして
地域をつくる

1 2

食をとおして
健康をつくる

平成３０年度

目　標 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
地域をつくる

平成３０年度

3

目　標

行動目標

1

食をとおして
健康をつくる

2

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成２９年度取組み状況 平成３０年度計画・内容事業名

恵庭幼稚園

行動目標

・より和食に特化することで食
物アレルギーにも対応してい
く。

・地元恵庭市で作られた米やパ
ンを食することでより食への関
心を高める。

・野菜作り、米作りを身近で体
験することにより、生産者への
感謝の気持ちを持つ。
・保存食を積極的につくること
で、より生活に密着させた活動
を展開する。

・定期的に自ら調理を行うこと
で、食への関心を高める。
・友達と一緒に食することで共
通の楽しさを知る。

別紙様式

1



食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、 家畜の飼育 ■目的 動物を飼育し、その卵や肉を食することで命の大切さを学ぶと共に

命と食の関係についても学びを深める ■内容

■内容 鶏の飼育（卵）、豚の飼育（食肉）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 9月～11月
〇 ○ ■対象 幼児

■回数・人数 ２１６人

■協働機関 遠藤牧場、木村牧場

５、 給食試食会 ■目的

■　内容

■内容 幼稚園、給食業者、保護者の三者と文教大学の先生、学生と共に

試食会を持つ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 6月
〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ■対象 幼稚園保護者

■回数・人数 3回 各20人

■協働機関 北海道文教大学、島田農園、株式会社ｱｲｺｰﾒﾃﾞｨｶﾙ

・命と食の関係についての学び
を深める。
・食物への感謝の気持ちを育
む。

・米生産者である島田農園にも
同席を依頼し、食への関心をよ
り高める。

幼児期の食や和食の大切さを実際の給食を試食しながら伝えるととも
に保護者と食についてともに考える機会を持つ

平成３０年度　第１回食育推進協議会資料

恵庭幼稚園

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

目　標

事業名

3

行動目標

行動目標

平成３０年度

平成２９年度取組み状況 平成３０年度計画・内容

目　標

3

食をとおして
地域をつくる

平成３０年度

1 2

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、食の指導 ■目的 子どもの発達段階に応じ、栄養摂取や健康について学習する機会 ・同様に実施予定
とする。

■内容 栄養教諭による食育授業

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ５月から９月（月１～２回）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 １～６年生（全学年・学級）

■回数・人数 ２２８名

■協働機関 給食センター、栄養教諭

２、給食試食会 ■目的 子どもが学校で食べている給食について試食し、 ・同様に実施予定

給食の内容や献立等について考える機会とする。

■内容 PTAによる給食試食会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ５月から１２月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 保護者

■回数・人数 各学年の計画による

■協働機関 PTA学級委員会

３、外部講師 ※未実施

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

領域

2

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

学校名 恵み野小学校

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1

食をとおして
地域をつくる

※食育推進計画の目標と合致す
るものではないが、9月に1日
防災学校を開催し、6年生児童
42名を対象に、基地・防災課
を講師として、災害時の調理実
習（ハイゼックスを利用した蒸
しパン作り）を行う予定であ
る。

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、食の指導 ■目的 子どもの発達段階に応じた食指導を通し、児童一人一人が望ましい ・２９年度と同様の内容で計画

食習慣を身につけ、食事を通して自らの健康管理ができるような

意識を育てる。

■内容 栄養教諭による学級指導

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ５月～１２月
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全学年

■回数・人数　各学級１回　７４３名

■協働機関 　栄養教諭、恵庭市給食センター

２、給食指導 ■目的 準備、会食、後片付けなどを通して、協調性や社会性を養う。 ・２９年度と同様の内容で計画

食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ。

食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける。

■内容 給食配膳の仕方や食事マナーなどについて指導する。

食物や給食を準備してくれた方への感謝の気持ちを育てる。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全学年

■回数・人数　通年　７４３名

■協働機関 　栄養教諭、恵庭市給食センター

３、ＰＴＡ事業 ■目的 子どもが食べている給食を試食し、給食の内容や献立等について ・現時点では、１.３.４.５年生

考える機会とする。  の学級で実施予定。他学級の

 実施は未定。

■内容 給食試食会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ６月～１１月
○ ○ ○ ■対象 保護者

■回数・人数　各学級の計画による

■協働機関 　ＰＴＡ学級委員、恵庭市給食センター

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

領域

2

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

学校名　　恵庭市立恵庭市立恵庭小学校 別紙様式

4



食育推進事業取組状況 機関・団体名

１、 食の指導 ■目的 望ましい食生活や生活習慣の基礎を身に付け、食への興味関心を ■本校栄養教諭・学級担任を

育む。 　中心に指導する。

■２９年度と同様に実施

■内容 年間指導計画に基づいた食の指導

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 年間を通して
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全児童

■回数・人数 各学級1回　５９９人

■協働機関

２、 給食時間の食の指導（食育の日） ■目的 給食時間を通じて、食について興味を持ち、健康や栄養、衛生に ■２９年度と同様に実施

ついて正しい知識を得る。

■内容 給食指導
食育の日に合わせて、指導資料をもとに指導・校内放送を行う。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 年間を通して

■対象 全児童

■回数・人数 日々訪問クラスにて／月1回（複数回数実施月も有り）５９９人

■協働機関

３、 食農体験学習 ■目的 教材園を活用しての収穫や地元食材の調理体験から農業について ■２９年度と同様に実施

関心を高める。

■内容 野菜栽培・恵庭産農産物の利用、児童の様子を便り等でお知らせ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 5月～１０月中旬
○ ○ ■対象 全児童

■回数・人数 ５９９人

■協働機関

1

目標

平成30年度

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

学校名　恵庭市立若草小学校

食をとおして
地域をつくる

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

領域

3

食をとおして
地域をつくる

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

別紙様式
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食育推進事業取組状況 機関・団体名

４、 ＰＴＡ事業 ■目的 保護者に給食の内容や実態を理解していただく。 ■２９年度と同様に実施

児童とともに味わい、給食の大切さを理解していただく。

■内容 給食試食会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ７月４日、７月７日、２月２０日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 第１学年（３学級）、第４学年（３学級）、わかば学級

■回数・人数 希望学級各１回

■協働機関

５、 食育広報活動 ■目的 食に関する知識や情報を伝え、児童の職に対する興味関心を高める。■２９年度と同様に実施

■内容 食育掲示板の活用・わかくさ食育通信の発行

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 年間を通して
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全児童

■回数・人数 毎日・５９９人

■協働機関

６、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

平成30年度

目標

3

目標

平成30年度

領域

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
地域をつくる

目標

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

領域

3

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

学校名　恵庭市立若草小学校

食をとおして
地域をつくる

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

2

食をとおして
人と育む

1

食をとおして
地域をつくる

平成30年度

領域

1

事業名

3

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、食の指導 ■目的 栄養についての指導や給食センターについての指導を通し、食に 昨年度の指導を継続して行う。

興味をもたせる。また、健康や発育への興味や関心をもたせる。

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全学年・全児童

■回数・人数

■協働機関

２、生活科・総合的な学習の時間等における農園活動■目的 生活科・総合的な学習の時間等において、地域の協力のもと、

自分たちの手で育て、食する活動を通じて食への関心を高め、

理解を深める。

■内容 栽培物決定（個人・学年・縦割り班）→「種まき集会」→種まき・苗植え

→栽培活動→「収穫祭」→畑の片付け

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 →肥料づくり・稲わら保管・籾殻燻炭づくり・わら細工づくり等

■時期 通年（冬期間は６年による花の栽培学習）
○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全学年・全児童

■回数・人数

■協働機関 地域農家
（堀澤さん、平野さん、深田さん、大藤さん、石田花園さん）

３、給食指導 ■目的 給食についての理解を深め、食べることへの意欲を高める。 昨年度の指導を継続して行う。

■内容 食育計画・給食指導年間指導計画に基づく指導

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ■対象 全学年・全児童

■回数・人数

■協働機関 学校給食センター

昨年度の指導を継続して行う
が、栽培する作物等は３～６年
は「学年の作物」を固定し、そ
れらの栽培以外は児童の選定に
より、変更して行う。

栄養教諭による学級指導

食の指導は６回（各学年１回）

学校給食センター

食をとおして
地域をつくる

1

通年（縦割り班は全校を８班に編成）

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人を育む

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

学校名 　恵庭市立松恵小学校

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人を育む

1 2

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人を育む

平成30年度

3

目標

平成30年度

2

目標

平成30年度

領域

3

食をとおして
地域をつくる

1

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、ユネスコショップの開催 ■目的 自分たちの育てた野菜を地域に売り出す活動を通じて、

栽培だけでなく食を通じて人とのつながりを深め、

収益金を寄付して役立つ喜びを味わう。

■内容 ユネスコショップの立ち上げ→栽培物の収穫→売り出し作業の準備

→売り出し活動→地域の人とのふれあい→収益金の寄付
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ４月～９月
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 １・２年生

■回数・人数 期間中随時（ショップは７月中旬から９月下旬まで）

■協働機関

５、PTA事業 ■目的 １年生保護者が子どもとともに給食を食べる機会を通じて、親子の

コミュニケーションを深め、児童にマナーを身につけさせる。

■内容 給食試食会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ６月末
○ ○ ○ ○ ○ ■対象 １年生児童と、その保護者

■回数・人数 １回・１年生児童とその保護者

■協働機関 学校給食センター

６、収穫祭 ■目的 各学年児童が自分たちで栽培した野菜を使って調理し、全校に

振る舞うことで収穫の喜びを分かち合い、より多くの野菜を食する

機会とする。

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ■時期 ９月初旬

■対象 全学年・全児童

■回数・人数

■協働機関

昨年度同様に行う。２年生保護
者も昨年度に続き試食会を行
い、子どもと共に食事する時間
をもつこととする。そのため、
Ｈ３０年度は、１年生、２年生
の二学年が給食試食会を行う。

昨年度同様に行うが、栽培する
野菜の違いや収穫時期の違いが
あるため、メニューについて
は、毎年変わることがある。６
年生のカレーは固定だが、使用
する野菜等は変わる。

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

ユネスコ協会、地域農家（石田花園さん、平野さん、深田さ
ん、堀澤さん、大藤さん）

昨年度同様に行うが、ショップ
の夏休み開催日を固定するなど
の工夫をし、収穫した野菜が無
駄にならぬよう、確実に販売で
きるようにする。

2

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人を育む

領域

領域

事業名

3

目標

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

食をとおして
地域をつくる

平成30年度

領域

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人を育む

1

3

食をとおして
地域をつくる

６年生児童は全校児童に振る舞うカレーづくり。１年ポップコーン２種
類。３年生かぼちゃポタージュ、油揚げにのせた野菜ピザ。４年生枝豆マ
フィン、餃子の皮を利用した野菜のフォカッチャ。５年ラタトゥイユ、枝
豆ペペロンチーノ。

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

学校名 　恵庭市立松恵小学校

平成30年度

目標

3

目標

平成30年度

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 食の指導 ■目的 栄養についての指導を通し、健康、発育への興味・関心を持たせる。 昨年度の指導を継続

■内容 栄養教諭による学級指導。担当職員による校内放送での啓発。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 全学級・全児童

■回数・人数 １２回（各学級１回）、随時全校放送

■協働機関 学校給食センター

２、 生活科・総合的な学習の時間での指導 ■目的 生活科・総合的な学習の時間において、地域に根ざした

食への理解を深める。

■内容 　①教材園での野菜栽培（ジャガイモ、枝豆、とうきび、イチゴなど）

　②地域の畑で栽培した作物での、大豆・そば作り

　③菜種の種まき、刈取り、搾油調理体験 ③バケツによる米作り

　④北海道農業士「島田龍哉」氏の出前授業
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 １～５年（①は１～４年、②は３年、③は５年、④は５年）

■回数・人数 通年・１～５年

■協働機関 　㈱アレフ

３、 給食指導 ■目的 給食についての理解を深める 昨年度の指導を継続

■内容 食育・給食指導年間計画に基づいた指導

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 全学級・全児童

■回数・人数 通年・全児童

■協働機関 学校給食センター

③変更
その他は指導を継続

目標

1 2

目標

食をとおして
人と育む

学校名　　島松小学校

領域 食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

1

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

3

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

食をとおして
健康をつくる

領域

平成30年度

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、 PTA事業 ■目的 １年生保護者が子どもと共に給食を食べ、児童にマナーを 昨年度の指導を継続

身につけさせる。

■内容 給食試食会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ８月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 １年生・ペガサス学級児童と、その保護者

■回数・人数 １年生・ペガサス学級各１回

■協働機関 学校給食センター

５、 食育掲示板・校内放送の活用 ■目的 食事についての望ましい習慣を身につけさせる。 昨年度の指導を継続

■内容 掲示物の作成・掲示

食事の大切さを啓発する校内放送の作成・発信

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 全児童

■回数・人数 通年・全児童

■協働機関 学校給食センター

６、 アレルギー対応 ■目的 アレルギー疾患を有する児童が安全・安心な学校生活を送ることが 昨年度の指導を継続

できるように配慮するとともに、本人や周りの児童への保健指導や

健康相談を行う。

■内容 恵庭市アレルギー対応の手引きにもとづいた対応。アレルギー疾患に

関する医学的で児童に効果的な資料をもとに、保健指導を行う。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 〇 ■対象 全児童

■回数・人数 通年・全児童

■協働機関 給食センター

児童会に健康委員会を設置。
委員会では「食と健康係」に通
年で食について考え発信させ
る。昼の放送の活用。

1 2

食をとおして
健康をつくる

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

学校名　　島松小学校

時期を9月へ
その他は同様

食をとおして
人と育む

事業名

3

1

食をとおして
地域をつくる

平成30年度

領域

領域

3

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

2

食をとおして
人と育む

平成30年度

目標

3

目標

平成30年度

領域

2

食をとおして
健康をつくる

目標

1

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 ■目的 正しい食のあり方や望ましい食習慣を身に付け、 ※平成２９年度同様

自らが健康管理できるような意識を育てる

■内容 栄養教諭による学級指導

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 年間
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 １～６年

■回数・人数 各学級１回　９９０名

■協働機関 学校給食センター

２、 ■目的 地域の産物、食文化や食にかかわる歴史を知り、体験する。 ※平成２９年度同様

■内容 農業体験（田植え・稲刈り）、収穫した米を使った食事

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ６月、９月
〇 〇 〇 ■対象 ５年生

■回数・人数 ２回　１６６名

■協働機関 ＪＡ

３、 ■目的 地域の産物、食文化や食にかかわる歴史を知り、体験する。 ※平成２９年度同様

■内容 農業体験（かぼちゃ）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ９月　
〇 〇 〇 ■対象 ３年生

■回数・人数 １回　１４６名

■協働機関 ＪＡ

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1 2

領域

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

学校名　恵庭市立和光小学校

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、 ■目的 正しい知識・情報に基づいて食事をする態度を養う。 ※平成２９年度同様

■内容 おやつの上手な取り方

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 １２月７日（木）
〇 〇 〇 〇 ■対象 ４年生

■回数・人数 １回  １７２名

■協働機関 （株）カルビー

５、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

６、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

平成30年度

目標

3

目標

平成30年度

領域

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

領域

3

食をとおして
地域をつくる

目標

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

食をとおして
地域をつくる

平成30年度

領域

3

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

学校名　恵庭市立和光小学校

2

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

事業名

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 ■目的

■内容

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期
○ ○ ○ ○ ■対象

■回数・人数 全６回　４０４名

■協働機関 恵庭市給食センター

２、 ■目的

■内容

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期
○ ○ ○ ○ ■対象

■回数・人数 通年　４０４名

■協働機関 恵庭市給食センター

３、 ■目的

■内容

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期
○ ○ ○ ○ ○ ■対象

■回数・人数 通年　４０４名

■協働機関 恵庭市給食センター、北海道教育委員会

平成２９年度と同様に実施情報提供

生涯にわたって健康で生き生きとした生活を送ることを目指し、児
童一人一人が望ましい食生活の基礎基本と食習慣を身につけ、食事
を通して自らの健康管理ができるようにする。

栄養教諭と担任が指導内容を検討して、学年の発達段階に応じた食
指導を行う。

５月～１１月

全学年

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

1 3

食をとおして
健康をつくる

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

恵庭市立恵み野旭小学校

栄養教諭と連携した食指導 平成２９年度と同様に実施

2

食をとおして
人と育む

2 3
楽しい食事を通して、望ましい人間関係や豊かな心を育てる。

準備、会食、片付けなどを通して、協調性や社会性を養う。

食をとおして
地域をつくる

平成２９年度と同様に実施

目　標

行動目標

給食指導

平成25年度

行動目標

平成25年度

目　標

1

行動目標

平成25年度

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
人と育む

目　標

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食べ物の働きや栄養についての理解を深める。

児童自らが健康の大切さを知り、望ましい食習慣を身につける。

毎月発行される「給食だより」を基に指導する。

各種ポスターやパンフレットで食の大切さを啓発する。

通年

給食配膳の仕方や食事マナーなどについて指導する。

食物や給食を準備してくれた方への感謝の気持ちを育てる。

通年

全学年

全学年

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 食の指導 ■目的 正しい食のあり方や望ましい食習慣を身につけ、自らが

健康管理できるような意識を育てる。

■内容 栄養教諭による食育指導

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 年間
○ ○ ○ ○ ○ ■対象 １～6年生

■回数・人数

■協働機関

２、 農業体験学習 ■目的 野菜の収穫体験を通して、地域の農産物や野菜の育ち方、

食文化について理解を深める。

■内容 農業体験（トマト収穫）、農場見学

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 9月
○ ○ ○ ■対象 3年生

■回数・人数

■協働機関

３、 出前講座 ■目的 子ども達自身が普段食べているおやつの必要性に気づき、正しい

食べ方について考え、実際の食生活を変えるために行動することを

促す。

■内容 おやつの食べ方、ポテトチップスの製造工程についての授業

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期
○ ○ ○ ■対象 5年生

■回数・人数

■協働機関

1月24日

1

目標

平成30年度

2

食をとおして
健康をつくる

2

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

学校名　恵庭市立柏小学校

食をとおして
人と育む

領域

3

食をとおして
地域をつくる

各学級1回　４７０名

学校給食センター

・２９年度と同様の内容で計画

1回　６５名

余湖農園

1回　８４名

カルビー

・３０年度は島田農園でカボ
チャ栽培（苗植え～収穫）を手
伝いを実施

・２９年度と同様の内容で1月
実施で計画

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、 ＰＴＡ事業 ■目的 保護者が給食についての理解を深める。

■内容 給食の試食

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期
○ ○ ○ ○ ■対象 保護者

■回数・人数

■協働機関

５、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

６、 ■目的

■内容

■時期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象

■回数・人数

■協働機関

2月22日

平成30年度

目標

3

目標

平成30年度

領域

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

平成30年度計画・内容

領域

3

食をとおして
地域をつくる

目標

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

2

食をとおして
地域をつくる

平成30年度

領域

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

事業名

3

1回　10名（特別支援学級）

学校給食センター

平成29年度取組み状況

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

学校名　恵庭市立柏小学校

・現時点では12月に特別支援
学級が実施予定。

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１　食の指導 ■目的 成長期の子どもに適時、適切な専門的な食の知識を教授する。

子どもの食に対する意識の向上を図る。

■内容 １年生「成長期の食生活について考えよう」

２年生「健康な体づくりについて考えよう」
1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ３年生「受験期の食事について考えよう」
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 １年生～6/12、13、２年生～6/1、３年生～12/6、６組～6/13

■対象 全校生徒

■回数・人数 ４回（３５０名）

■協働機関 延与裕美　栄養教諭（柏陽中）

２　ポスター掲示、作成 ■目的 食に対する意識の高揚を図る。

■内容 配布された食育関係のポスターの掲示

保体委員会で食育関係のポスターの作成と掲示

■時期 随時
1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■対象 全校生徒
○ ○ ○ ○ ■回数・人数 委員会によるポスター作成は年２回を予定

■協働機関 生徒会保体委員会

生徒会保体委員会

３、箸持参と早寝早起き朝ご飯運動の推進 ■目的 正しい食習慣のあり方を考えさせる。

保護者を巻き込んで、家庭での生活習慣を考えさせる機会とする。

■内容 箸持参の促進のため、保体委員会が点検活動を実施。

学年懇談会、学級懇談会、学校だより等での啓発運動。
1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期 点検は随時。参観日は、４月・７月・１１月
○ ○ ○ ■対象 全校生徒、PTA

■回数・人数 学年懇談・学級懇談会は３回（１回１００名程度の参加）

学校だよりは、年１２回発行

■協働機関 生徒会保体委員会

行動目標

平成30年度

目　標

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
地域をつくる

2 3

食をとおして
人と育む

行動目標

平成30年度

目　標

1

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

平成30年度第１回食育推進協議会資料

事業名

恵み野中学校

平成30年度計画・内容平成29年度取組み実績

行動目標

平成30年度

■食育指導後の生徒の変容を見
とる方法を考え、機会を設け
る。

■ポスター内容の精選と掲示場
所の工夫

■箸持参忘れが多い生徒への指
導、保護者への連絡

■学校だよりの内容の工夫

目　標

1 2 3
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、食に関する指導 ■目的　心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を ■今年度の反省をふまえて、

理解し、自ら管理していく能力を身に付ける。 　次年度も実施

■内容 食に関する指導の全体計画に基づき実施

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期 ６・１２・２月　４月・その他必要に応じて
○ ○ ○ ○ ○ ○

■対象 全校生徒　

■回数・人数　 年1回540名

２、給食指導 ■目的 ■今年度の反省をふまえて、

　次年度も実施
食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。

■内容 学校給食年間指導計画、学年指導計画に基づき実施　
1 2 3 1 2 3 4 1 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 毎日（各クラス）

■対象 全校生徒

■回数・人数　　　毎日540名

３、食育掲示板の活用 ■目的 正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について ■今年度の反省をふまえて、

自ら判断できる能力を身に付ける。 　次年度も実施

■内容　　月別の給食目標に沿った掲示物の作成

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期　　毎日（内容については毎月変更する）
○ ○ ○ ○ ○ ■対象　　全校生徒

■回数・人数　　　毎日540名

食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をも
つ。

平成29年度第1回食育推進協議会資料

1 3

食をとおして
健康をつくる

平成２９年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

恵庭市立恵庭中学校

食をとおして
地域をつくる

平成27年度

2

食をとおして
人と育む

2 3

目　標

行動目標

行動目標

平成27年度

目　標

1

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
人と育む

目　標

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

行動目標

平成27年度

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

4、ふるさと教育 ■目的　ふるさと「恵庭」の一員としての意識の高揚を図り、地域に学び、 ■今年度の反省をふまえて、

地域に貢献できる生徒を育成する。 　次年度も実施

■内容 ふるさと教育に係る全体計画に基づき実施

恵庭産の食材を調理し、実習後の感想を発表する。

調理を通して、地域の食文化について話し合う。
1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 　カレー、かぼちゃ団子
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 8～１０月　　

■対象 2学年

■回数・人数　 年2回170名

５、職場体験 ■目的　　総合的な学習の一環として職場体験学習を実施する。 ■今年度の反省をふまえて、

　次年度も実施

■内容 中学校給食センター見学、調理、洗浄体験

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期 平成２９年10月
○ ○ ○ ○ ■対象 2学年

■回数・人数　　５名

■協働機関 中学校給食センター

6、PTA授業 ■目的　　生徒が食べている給食がどこで誰が作っているのかを知る。 ■今年度は学校公開日に

学校で給食試食会を予定

■内容 中学校給食センターの施設見学

■時期 平成２９年10月

■対象 PTA研修委員会

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■回数・人数　 20名
○ ○ ■協働機関 中学校給食センター

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

平成27年度

目　標

事業名

3

食をとおして
健康をつくる

目　標

1

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

平成２９年度取組み（目的・内容・対象・時期等） 平30年度計画・内容

目　標

1 2 3

食をとおして
地域をつくる

行動目標

平成27年度

恵庭市立恵庭中学校

2

1

行動目標

3

行動目標

平成27年度

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 ■目的　健康と食事の関係を知り、中学生時期の栄養の特徴を理解する。

朝食と脳の関係を理解する。

■内容　栄養教諭による食の指導

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期　　１２月
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象　　全学年

■回数・人数　　各学級１時間ずつ（計６回）　全校生徒２０６名

■協働機関　　   学校給食センター

２、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

３、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

2

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

領域

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

学校名　恵庭市立恵北中学校

保健体育の単元とあわせて継続
して実施する。

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 ■目的 心身の成長や健康の保持増進のための食事について、その重要性や

栄養バランスなどについて学び、望ましい食習慣や食品選択できる

能力を養う。

■内容 １年生「成長期の食生活について考えよう」

２年生「健康な体づくりと食事について考えよう」

　 ３年生「受験期の食事について考えよう」
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 特別支援「給食について知ろう」
○ ○ ○ ■時期 ６月、１１月

■対象 全校生徒

■回数・人数 ７日間（２１コマ）・694人

■協働機関 給食センター、柏陽中学校
２、 ■目的 栽培の作業体験を通して、命の大切さ、食の大切さを理解する

心を育む。 　

■内容 ミニトマト、枝豆、じゃがいもなどの苗植え、

畑の除草・水やり、作物の収穫、収穫した食材で調理実習
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 「苗植え」5月、「除草」6～9月、
○ ○ 「収穫」9月、「調理実習」10月

■対象 特別支援学級9組

■回数・人数 5ヶ月間　13人

■協働機関 　　13人

３、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

領域

3

食をとおして
地域をつくる

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

学校名　恵庭市立恵明中学校

２９年度の内容等を継続

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

２９年度の内容等を継続

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

1 2

目標

平成30年度

領域

1

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、食の指導 ■目的 成長期及び健康の保持増進のための望ましい食習慣について理解し

自ら管理しようとする意識を持たせる。

■内容 第１学年「成長期の体づくりと食事について考えよう」 ■２9年度同様の実施を予定

第２学年「夏の飲み物について考えよう」
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 第３学年「食事とおやつのとり方について考えよう」
○ ○ ○ ■時期 第１学年：6月、第２学年：７月、第３学年：７月

■対象 全学年生徒

■回数・人数 ３回　２４６名
２、給食指導 ■目的 食事の重要性について理解し、望ましい食習慣を身につける。

食事を通して好ましい人間関係や感謝の心を育成する。

■内容 年間計画に基づき、給食時間のマナー、配膳時の身のまわりの

衛生、献立を通した食育及び地産地消、準備、後片付けに関する ■２9年度同様の実施を予定

指導、その他、給食掲示板や食通信などを活用し、食育の啓蒙を
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 図る。
○ ○ ○ ○ ○ ■時期 随時

■対象 全学年生徒

■回数・人数 随時　２４６名
３、職業体験 ■目的 将来の進路決定並びに自己実現に向けて努力する態度を養う。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ■内容 恵庭市内の各事業所で職業体験 ■２9年度同様の実施を予定

■時期 10月

■対象 第２学年

■回数・人数 １回　７７名（うち給食センター　３名）

■協働機関 恵庭市内の事業所

給食センター

職業観、勤労観を養うとともに、将来の方向性を決める手立てとす
る。

職業体験でいろいろな人たちとのふれあいを通して礼儀作法を学び
心の通い合いや信頼関係の大切さを体験し、豊かな人間性の育成を
はかる。

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

2

目標

平成30年度

領域

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

領域

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

恵庭市立柏陽中学校 別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、親子でクッキング ■目的 食事の大切さ、食べることの楽しさ、食への興味を伝える

■内容 乳製品を使った家庭で簡単に短時間で作れるメニューを中心に3品

■時期 平成２９年８月３日（木）

■対象 親・子（小学生）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■回数・人数 親子６組　
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■協働機関 森永乳業（株）

２、恵庭市消費生活展 ■目的 「広げよう豊かなくらし」をテーマに食に関する知識や情報を伝え

市民に食育への関心を高める

■内容 地場産野菜を使ったカレー、漬物、しそジュース等の試食・試飲

■時期 平成２９年８月２６日（土）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 一般市民
○ ○ ○ ○ ■回数・人数 ５００名

■協働機関 道央農協、恵庭アグリ企画、（株）アレフ　他

３、恵庭市中学校給食センター見学と試食 ■目的 給食センターの中身についての知識と理解を深める

■内容 センターからの講話、給食の試食

■時期 平成２９年９月２８日（木）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 消費者協会会員
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■回数・人数 １５名

■協働機関

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

31 2

恵庭消費者協会

時  期：
      平成30年８月３日（金）
　　　親子９組　１８名

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

3

食をとおして
地域をつくる

時　期：
　平成３０年１１月２４日
（土）
テーマ：「手をつなごう～豊か
な暮らしを築くために！」
内　容：未定

時期
　平成３０年９月予定

食をとおして
地域をつくる

目標

領域 食をとおして
地域をつくる

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

目標

平成30年度

平成30年度

1 2

目標

領域

平成30年度

領域

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、お米料理と会員の集い ■目的 道内産のお米拡大とお米料理の知識を深める

■内容 お米を使った料理講習（韓国風ちらし寿司、むらさきサラダ、

米粉入り白玉団子、オニオンスープ）

■時期 平成２９年１１月２１日（火）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 消費者協会会員・一般
○ ○ ○ ○ ○ ■回数・人数 ４５名

■協働機関

５、

■目的

■内容

■時期

■対象

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■回数・人数

■協働機関

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

平成３０年度　第１回食育推進協議会資料

食をとおして
地域をつくる

時期　平成３０年１０月予定
内容　牛乳・乳製品料理講習会

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

1

目標

目標

平成30年度

3

領域

恵庭消費者協会

平成30年度

領域

3

1 2

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、料理教室 ■目的 食の重要性を再認識し、自分で作る楽しさを感じながら親睦を図る。

■内容 料理教室

■時期 平成２９年６月９日（金）

■対象 男性会員
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■回数・人数 ２１名
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■協働機関

２、料理教室 ■目的 簡単な常備菜をつくる

■内容 料理教室

■時期 平成２９年９月２７日（水）

■対象 恵庭地区会員
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■回数・人数 ２３名
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■協働機関

３、料理教室 ■目的 ＊10月18日（水）・12月7日（木）市民会館調理室が使用できず、

   中止

■内容

■時期
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象

■回数・人数

■協働機関

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

目標

平成30年度計画・内容

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

目標

食をとおして
地域をつくる

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況

食をとおして
地域をつくる

事業名

恵庭市老人クラブ連合会

食をとおして
地域をつくる

・平成30年10月23日（火）
　男の料理教室

領域

平成30年度

平成30年度

目標

平成30年度

領域

3

領域

3
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、FM「e-niwa」でのＰＲ放送 ■目的 食育に関心を持っている市民を増やすため、

食育に関する情報の発信を実施

■内容 毎月食育の日(19日）に合わせた情報発信

情報番組内で5分間程度

■時期 19日前の木曜日（13:40～）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 一般市民

○ ■回数・人数 年間12回

■協働機関 保健課

■目的

■内容

■時期
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象

■回数・人数

■協働機関

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

平成30年度

目標

領域

3

目標

食をとおして
健康をつくる

平成30年度

食をとおして
地域をつくる

平成３０年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

地域FM放送e-niwa（いーにわ）

食をとおして
地域をつくる

継続実施

領域

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、わんぱくクッキング ■目的 自分で料理をすることにより食に関心を持ってもらう

■内容 子どもを主体として料理をする。（親は後ろにいてサポートする）

料理以外にも食に関心を持ってもらうために食育に関する話をする。

親子で食事をする。

■時期 夏休み期間中
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 幼稚園児・小学生
○ ○ ○ ○ ■回数・人数 1回　３８人

■協働機関 子育て支援課、子育て支援センター
２、いちご狩り ■目的 自ら収穫したいちごを食べることで、食や自然を学ぶ機会を持つ

（ぺんぎんクラブ）

■内容 いちご狩り

■時期 ７～８月

■対象 未就園児・幼稚園児
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■回数・人数 1回　１６人

○ ■協働機関

平成３０年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

子育てサークルわんぱく連合会

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

未定

領域

平成30年度

目標

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

・７～８月に企画予定

領域

3

目標

食をとおして
健康をつくる

平成30年度

食をとおして
地域をつくる

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、北海道文教大学『食育教室2017』 ■目的 30年度も同様に実施予定

■内容 調理実習

■回数　５回
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■内容
〇 〇 〇 〇 〇 〇

■時期・対象・人数

1 小学生1・2・3年生と父親

2 小学生4・5・6年生

3 小学生4・5・6年生

4 就学前の幼児親子

5 小学生1・2・3年生と保護者

■協働機関 恵庭市・恵庭市教育委員会、ルーキーズカンパニー

食をとおして
人と育む

平成30年度

領域

目標

1 2

食をとおして
健康をつくる

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

北海道文教大学

食をとおして
地域をつくる

地域の高等教育機関として、子どもやその保護者が作る楽しさを共
に体験し、食を通じた子こどもの健全育成をねらいとしている。

調理実習を主体とする教室として実施し、子どもだけでも作れる、
野菜が多く摂取できる料理を主体に実習を行った。

地域の生産者団体と連携し、地元の食材を使用し地産地消に取り組んだ。

実施内容のパネルを作成、実施レシピと共に食育の普及・啓発に活
用した。（大学祭展示、恵庭市食育推進展示等に活用）

回数 月/日
人数

子 親

6/17 11 10 11

ボラン
ティア

対象

7/1 27 43 18

10/1 36 14

10/29 16 23 14

12/17 21 20 11

総計 111 96 68

“食事作りや準備に関わる”“食事を味わって食べる”“一緒に食
べたい人がいる”を目標に国が示している「楽しく食べる子ども」
を目指す。

別紙様式

27



食育推進事業取組み状況 機関・団体名

２、 給食体験　先輩が作る「おもてなしランチ」 ■目的 30年度も同様に実施予定

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

〇 〇 〇 〇

■時期・人数

1

2

3

■対象 本学健康栄養学科オープンキャンパス参加の高校生と保護者

３、 食育教材の制作と活用及び提供 ■目的 食育の普及・啓発 30年度も同様に実施予定

作成物により恵庭市に提供する

■内容 健康栄養学科２年が食育教材の制作を行った。

大学生を対象とする卓上メモを作成し大学内学食に掲示した。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ６月
〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 北海道文教大学学生

■回数・人数

■協働機関

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

事業名 平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

目標

平成30年度

領域

3

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

3

人数

総計

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

北海道文教大学

給食提供時に、メニューの栄養価や作り方、食材の豆知識が載った
リーフレットも提供した。

回数 月/日

6/18 83 35

7/23 88 24

275
9/17 104

青年期・成人期の方に給食提供を通じて、自身に適した食事の摂り
かたを伝え、適切な食事の選択につながることを目指す。

健康栄養学科３年生が、高校生に適した献立を作成し給食を提供す
る。栄養バランスよく美味しい給食を通じて、自らの食生活の重要
性に気づく機会とした。

高校生 保護者

59

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、 講師派遣 ■目的 食育の普及・啓発 30年度も、依頼に対応し
適切な講師を派遣します。

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

〇 〇 〇 〇

■時期 通年（依頼先に合わせて要請があれば、学内で検討する）

①１０月１６日

■対象 恵庭市立若草小学校　父母研修会

■回数・人数 ①10名

■協働機関 ①恵庭市立若草小学校

５、 道文教大のしあわせレシピ ■目的 食に関する情報の提供 30年度も同様に実施予定

■内容 生活情報紙「ちゃんと」に月１回レシピを掲載。

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
〇 〇 〇 〇 ■対象

■回数・人数 １２回

■協働機関 株式会社　メディアコム

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

地域の高等教育機関として、食育推進がテーマになる講演等の
講師派遣
①テーマ　調理実習「えびすかぼちゃを使用したハロウィン料
理」
講師　木藤宏子

「食育教室編」「給食経営管理論編」「ロコモ予防教室編」な
ど、本学の授業や学科事業ので活用したレシピを掲載してい
る。

目標

食をとおして
地域をつくる

平成30年度

目標

平成30年度

平成28年度取組み状況 平成29年度計画・内容

領域

3

領域

事業名

3

食をとおして
地域をつくる

1 2

生活情報紙にレシピ
の掲載

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

北海道文教大学 別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、農商工連携による商品開発事業 ■目的 ■開発製品の継続販売支援

■新たな製品の企画開発支援

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

■時期 平成29年4月～平成30年3月

■対象 市民、石狩管内の住民

■回数・人数 イオン北海道合同見本市、その他市内外各イベントでの販売

■協働機関 北海道ハイテクノロジー専門学校、市内外食品関連企業、

販売者（市内外）
２、恵庭市農商工等連携推進ネットワーク ■目的 農商工連携を促進し、地域資源を活用した特産品開発等をもって ■会員商品のウェブサイトやパン

事業 地域経済の活性化を図る。 フレット配布などによる情報発信

■内容 恵庭市農商工等連携推進ネットワーク事業として商品発表会・視察・■新たな商品の企画開発支援

商品開発推進・情報発信を実施

■時期 平成29年4月～平成30年3月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 同ネットワーク会員（77企業・団体等）

○ ○ ■回数・人数 会議、視察等計3回開催

■協働機関 恵庭市農商工等連携推進ネットワーク

３、えにわん産業祭 ■目的 質の高い農畜産物や食品加工製造関連の企業の製品など優れた ■開催内容を精査して実施

素材を使用し、農商工連携の取組みによって開発された加工品の ■９月１０日（日）開催予定

展示・販売を通じ、恵庭の地域資源の豊かさを、市民はもとより
市外にもＰＲする。

■内容 えにわん産業祭を開催。70企業・団体等が出展し販売・
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 PRを実施した。

○ ○ ■時期 平成29年9月10日（日）

■対象 市民

■回数・人数 1回

■協働機関 恵庭市、恵庭市農商工等連携推進ネットワーク、市内各企業

藤枝市・恵庭市農商工連携広域ネットワーク

行動目標

平成30年度

1 2

2

恵庭市内農商工連携においては特産品の原材料（カボチャペース
ト、カボチャフレーク、トマトピューレ）の提供、友好都市・藤枝
市との連携商品については「恵庭市・藤枝市連携商品開発事業補
助」により、新商品開発を促進。
市内学術機関や市内食品関連企業が連携し、37製品の企画、開発、
販売された。

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

1 3

食をとおして
健康をつくる

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

地域資源を活用した新製品を開発・販売することを通して、地域内
企業による地元産農産物の活用と市民による資源と取り組みの理解
を促し、地場消費の拡大を図る。

経済部商工労働課
恵庭市農商工等連携推進ネットワーク

食をとおして
地域をつくる

目　標

3

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

行動目標

平成30年度

食をとおして
人と育む

目　標

■友好都市である藤枝市との
連携による商品開発の推進

行動目標

平成30年度

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

目　標

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、第４回えにわめぐみのスイーツフェスティバル ■目的　恵庭産食材を使用した商品開発を進展させるため、市内各般より広く新 実施形態について変更を
の開催 商品のアイディアを募ることを目的に実施。 検討中。

審査員に市民を迎えることで、出展企業と恵庭産食材の認知度向上を図
った。

■内容 市内食品製造小売・飲食店４社に恵庭産えびすかぼちゃと藤枝産緑茶を
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 使用した菓子を試作を依頼。花ロードえにわにて１００名の市民に試食

○ ○ ○ ○ を提供し、商品化へ向けた意見等を徴収した。

■時期 平成29年11月3日（金）

■対象 出展企業4社、実施団体関係者、一般市民

■回数　　１回

■人数 約１００名

■協働 （一社）恵庭観光協会

２、市内の幼稚園・保育園に恵庭産えびすかぼ ■目的　地産地消の啓蒙普及のため実施. 同様の規模・スケジュー
ちゃのペーストを提供 ■内容 恵庭産えびすかぼちゃをペースト（冷凍）給食の材料として提供。 ルで実施中

■時期 通年

■対象 恵庭市内の幼稚園・保育園
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■回数　　毎月１～２回

○ ○ ○ ○ ○ ■人数

■協働

1 2

平成３０年度第１回食育推進協議会資料

3

平成２９年度取組み状況事業名

恵庭商工会議所

平成３０年度計画・内容

行動目標

平成30年度

平成30年度

目　標

行動目標

目　標

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

3

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、道民の健康づくり推進事業 ■目的 食育の普及啓発 ・２９年度と同様の取組を

行う。

■内容

②食生活改善普及月間の普及啓発（ポスターの配布）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 ①随時 ②　9月
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■対象 ①、②管内地域住民及び福祉施設入居者

２、道民の健康づくり推進事業 ■目的 食育の普及啓発

■内容 学習媒体の貸出による食育活動の支援

■時期 随時
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 保育所、幼稚園、福祉施設等

３、道民の健康づくり推進事業 ■目的 食生活環境整備事業

■内容 ①ヘルシーレストラン事業の推進事業

②食品表示法による栄養成分表示の推進事業

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 随時
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■対象 ①管内飲食店（108件登録）

②食品表示法に係る個別相談　　

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

北海道千歳保健所

①どさんこ食事バランスガイドの普及（パンフレットの配布）

・貸し出し媒体のＰＲを積極的
に行う。

・利用者に応じた食事、栄養改
善に向けた環境整備のため、ヘ
ルシーレストラン事業の推進と
適正な食品表示法の制度理解に
取り組む。

食をとおして
地域をつくる

1

平成30年度

3

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1 2

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

領域

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、栄養関係研修事業 ■目的　　健康の保持・増進及び生活習慣病の予防

■内容 食品表示法の施行により、栄養成分表示が義務化となり、管内の

栄養指導担当者が、表示についてより詳しく普及・啓発できるよう

情報提供を行った。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 講演：「新しい食品表示制度について」
○ ○ ○ ■時期 平成３０年２月２７日（火）

■対象 千歳保健所管内等の特定給食施設等で栄養士業務に従事する

管理栄養士・栄養士

■人数 ６８名

■協働機関 北海道文教大学

５．道民の健康づくり推進事業 ■目的　　健康の保持・増進及び生活習慣病の予防

・同上

■内容 管内生活習慣病予防事業を担う人材育成のため研修会を開催した。

講演：「時間栄養学を実践するために知っておきたい生物時計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 の仕組み」
○ ○ ○ ○ ○ ■時期 平成３０年３月２０日（火）１４：００～１６：００

■対象 千歳保健所管内の行政機関、医療機関、社会福祉施設、介護保険

施設に勤務する管理栄養士等栄養改善事業改善職員

■人数 ４８名

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

北海道千歳保健所

1 2

平成30年度計画・内容平成29年度取組み状況

領域

3

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

平成30年度

領域

事業名

食をとおして
人と育む

1

3
・地域における健康の保持・増
進、生活習慣病の予防を目的と
した研修会を開催し、住民の健
康づくりを推進する。

目標

目標

平成30年度

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

食をとおして
地域をつくる

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、ルーキーズカンパニーの食育活動支援 ■目的 青年農業者グループ「ルーキーズカンパニー」への支援を通して、

地域の食育にかかわるとともに、青年農業者の企画力を養成する。

■内容 文教大学、恵庭市教委とともに、えにわ大好き！食の体験ランドを

開催。農場体験（大根のは種作業等）を通じて生産者の想いを
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 伝えた。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 ７月

■対象 小学生

■回数･人数 １回 ２０人

■協働機関 文教大学、恵庭市教委
２、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

３、 ■目的

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

食をとおして
人と育む

領域

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

平成29年度と同様に実施予定
（平成30年7月1日）

食をとおして
地域をつくる

1

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2

食をとおして
人と育む

1 2

領域 食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

平成30年度

3

石狩振興局石狩農業改良普及センター

3

食をとおして
地域をつくる

1

目標

平成30年度

2

食をとおして
健康をつくる

目標

平成30年度

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、学校給食の実施 ■目的 ■29年度と同様に実施。

■対象 小学校4,067食

中学校2,089食

■回数・人数

■内容 196日から201日/年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

■時期 通年

■対象 小学校775,753食/中学校399,889食（教職員含む）

■回数・人数 173日から196日/年

■協働機関 (一財）恵庭市学校給食協会

２、食指導（小学校） ■目的 ■29年度と同様に実施。

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 通年

■対象 小学校８校全児童

■協働機関 各小学校

３、食指導（中学校） ■目的 ■29年度と同様に実施。

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 通年

■対象 中学校５校全生徒

■協働機関 各中学校

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

教育部学校給食センター

事業名 平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

領域

3

食をとおして
地域をつくる

心身の健全な発達のためにバランスのとれた栄養豊かな食事を提供
し、健康の増進と体位の向上を図るとともに正しい食事のあり方や
望ましい食習慣を身に付け、好ましい人間関係を育てる。

目標

平成30年度

領域

3

食をとおして
地域をつくる

目標

平成30年度

領域

3

食をとおして
地域をつくる

目標

平成30年度

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む また、栄養調査と給食調査を隔年で実施したほか給食だよりの発行

などを行った。

「食に関する指導の全体計画」に基づき指導したほか、栄養調査と
給食調査を隔年で行うとともに、給食だよりの発行などを実施し
た。

学校給食を食に関する指導の「生きた教材」として活用し、栄養バ
ランスのとれた食事内容の体験を通して学ばせるとともに家庭との
連携により、家庭における食の指導の充実を図る。

児童が食物に関心を持ち、みんなで楽しく給食を食べることができ
食物の働きを理解し、好き嫌いなくたべることができるような指導
を行う。

生徒が望ましい食生活の基本と食習慣を身につけ、食事を通し自ら
の健康管理能力を育成させるよう指導を行った。

各学校における「食に関する指導の全体計画」に基づき各教科及び
特別活動や総合学習の時間にて食指導を行った。

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、給食試食会 ■目的 保護者に学校給食を理解してもらう機会として実施。 ■29年度と同様に実施。

■内容 食についての問題や給食の実態、疑問、要望等の話し合いの場と

する。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 小・中学校の保護者

■回数・人数 小学校：1,235食、中学校34食

■協働機関 (一財）恵庭市学校給食協会

５、食物アレルギー対応 ■目的 ■29年度と同様に実施。

■内容 対象者を把握し代替食の提供及びアレルギー対応連絡表の配布を

行う。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ■対象 227名（小学校：152名、中学校：75名）

■協働機関 (一財）恵庭市学校給食協会

６、食育情報の発行 ■目的 食育の推進を図るため、食に関するテーマのもと毎月家庭に情報 ■29年度と同様に実施。

の提供を行う。

■内容 食育だよりの献立の裏面を活用し、「しょくいく」情報を発行。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 小学校全児童、中学校全生徒及び保護者

■協働機関

教育部学校給食センター

事業名 平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

領域

3

食をとおして
地域をつくる

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

目標

平成30年度

領域

3

食をとおして
地域をつくる

目標

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

平成30年度

領域

3

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

目標

1 2

食をとおして
人と育む

平成30年度

アレルギー対応の拡大

牛乳代替及び牛乳停止数

小学校　72名

中学校　31名

学校、保護者と連携を密にし、給食による食物アレルギーの事故防
止とみんなで給食をたべる楽しさを共有する。

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

７、料理教室 ■計画中

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

８、食育推進展示 ■目的 ■29年度と同様に実施。

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■日時・場所 平成29年7月9日（日） 市民会館
○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成29年6月12日（月）～21日（水） フレスポ恵み野

平成29年6月22日（木）～26日（月） 保健センター

平成29年10月7日（土） 保健センター

■対象 恵庭市市民及び恵庭市に訪れた方々。

■協働機関 保健センターほか

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

学校給食のパネル展示や「給食だより」による食育情報の提
供、料理教室で使用したレシピの配布を実施した。

教育部学校給食センター

事業名 平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

領域

3

食をとおして
地域をつくる

1 2

目標

平成30年度

領域

3

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

実績なし

（恵庭市食育講演会）

目標

平成30年度

学校給食による、小学校・中学校での食指導や恵庭産野菜を活用し
た献立を紹介し食育の推進を図る。

別紙様式
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機関・団体名

食育推進事業取組み状況

１、えにわ大好き！食の体験ランド ■目的

■内容
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
○ ○ ○ ○ ○

■時期 ７月１日（土）

■対象 小学生４～６年生

■回数・人数 2７名

■協働機関 北海道文教大学・ルーキーズカンパニー

２、恵庭市公民館主催事業 ■目的
【親子ふれあい教室】

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期
○ ○ ○ ■対象

■回数・人数

■協働機関

３、恵庭市公民館主催事業 ■目的

【日曜趣味講座】

■内容

■時期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象
○ ○ ■回数・人数

■協働機関

食をとおして
人と育む

○親子でクッキング
・メニュー：ピザづくり
・実施日　：４月２２日（土）
・参加者数：１５名（親７名、子８名）
○クリスマスケーキ作り
・実施日　：12月１６日（土）
・参加者数：１３名（親５名、子８名）
○ひなまつりケーキ作り
・実施日　：２月２４日（土）
・参加者数：１２名（親５名、子ども７名）

行動目標

平成30年度

公民館事業として関心の高い「食」をテーマに平日の講座に参加で
きない人に参加の機会をつくる。

2

2

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして健康
をつくる

　内容はおおむね29年度と同
様に検討。

目　標

3

食をとおして
地域をつくる

○そば打ち基礎講座
・実施日　：1０月２２日（日）
・参加者数：１１名

行動目標

食をとおして健康
をつくる

食をとおして
人と育む

平成30年度

1

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

教育部社会教育課

事業名 平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

子ども達に創作や遊びの技術を学ばせるとともに、料理を通して親
子が触れ合う機会とする。

　内容はおおむね29年度と同
様に検討。

目　標

3

食をとおして
地域をつくる

現代的課題の一つである食育において第２次恵庭市食育推進計画
（H25年3月策定）に基づき、調理体験や収穫体験、ワークショッ
プによるグループ協議を通して、食や人のつながりの大切さについ
て考えます。

　実施内容を検討し、圃場での
体験活動の新たな試みとして、
土作り～プランターへの苗植栽
を行い、各自で持ち帰りする事
を企画しました。
また、土作りについては土の性
質や苗の生育に与える影響等も
学習する予定です。
*7月1日（日）実施済みです。

目　標

3

食をとおして
地域をつくる 行政（教育委員会）・高等教育機関（北海道文教大学）・農業青年

団体（ﾙｰｷｰｽﾞｶﾝﾊﾟﾆｰ）との合同企画により、恵庭産の食材による調
理教室・圃場（収穫等）体験・食育ワークショップなどのプログラ
ムを実施します。

行動目標

平成30年度

1

食をとおして健康
をつくる

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、保育所給食 ■目的 子どもの健やかな発育・発達をめざし、同時に子どもの食事、

食生活を支援していく

■内容 昼食1回、間食2回（3歳以上児は1回）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全園児

■回数・人数 保育所開所日に準ずる

■協働機関

２、菜園活動、収穫体験 ■目的 自らの体験や感覚を通して、自然の恵みや育てた人への感謝の

気持ち、命を大切にする気持ちを育む。

■内容 野菜等の栽培、収穫、調理、試食

（南瓜・じゃが芋・さつま芋・枝豆・トマト・人参・玉葱他）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期　４月～11月
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全園児

■回数・人数

■協働機関 ふれらんど、（公財）道央農業振興公社、町内会、老人クラブ等

３、クッキング保育 ■目的 自ら料理をすることで、食への興味を引き出し、作ること・食べる

ことの楽しさを伝える

■内容 クッキング活動

（よもぎ餅、おにぎり、いももち、カレー等）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 主に３歳以上児

■回数・人数

■協働機関

■29年度同様に実施

■29年度同様に実施

目標

平成30年度

目標

平成30年度

領域 食をとおして
地域をつくる

領域

3

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

2

■29年度同様に実施

平成30年度

3

領域

目標

21

食をとおして
人と育む

食をとおして
健康をつくる

1

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

3

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

子ども未来部　子育て支援課

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、保育所給食　試食会 ■目的 保育所給食に対する保護者の理解を深める

園児の家庭での食事状況、嗜好の把握

■内容 保育園人気メニューの試食・アンケート実施

試食したメニューのレシピ配布

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 10月
○ ○ ○ ○ ○ ■対象 保育所の保護者

■回数・人数 年1回

保育園・認定こども園　6園　保護者 265名

■協働機関

５、季節や文化を通した食育活動 ■目的 食を通して季節感や、伝統的な食文化を伝える

■内容 日々の給食や保育の中で、季節感や伝統的な食育活動の実施

（焼き芋・餅つき・鏡開き等）

■時期 通年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 全園児
○ ○ ○ ■回数・人数　　各１回

■協働機関 町内会・老人クラブ等

６、地産地消の取組 ■目的 安心安全な給食の提供、地域の活性化

■内容 地域で採れた農産物等を給食に取り入れる

給食だより、しょくいくだより等により使用食材の予定産地を

保護者に伝える

■時期 ５月～11月中旬（米は通年）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 全園児
○ ○ ○ ■回数・人数

■協働機関 恵庭農畜産物直売所「かのな」、JA道央、コープさっぽろ恵み野店等

■29年度同様に実施

■29年度同様に実施

■29年度同様に実施

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

子ども未来部　子育て支援課

領域 食をとおして
地域をつくる

目標

平成30年度

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

領域

3

食をとおして
地域をつくる

目標

3

目標

平成30年度

平成30年度

領域

事業名

31 2

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

７、しょくいくだより、保育所給食レシピの配布 ■目的 食に関する情報の提供

■内容 食に関する情報を掲載した「しょくいくだより」と時期に合わせた

保育園給食メニューレシピの配布

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 保育所の保護者

■回数・人数 月１回

■協働機関

８、給食・食育会議、研修会の実施 ■目的 保育所の給食・食育について検討する

■内容 給食献立検討、食育計画の策定、意見交換、食育活動報告、

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ■対象 保育士、調理員、栄養士等（認可保育園11園）

■回数・人数 給食・食育会議 年12回　

調理実習 年3回、衛生管理研修会 年１回

９、非常食の試食 ■目的 非常時の給食や災害時の食について関心を持つ

■内容 保育所で備蓄している非常食の試食

（レトルトカレー、アルファ米、缶詰、クラッカー等）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ■対象 全園児

■回数・人数 年12回
■協働機関 市基地・防災課（非常食の提供）

■29年度同様に実施

■29年度同様に実施

■29年度同様に実施
　しょくいくだより、保育所給食
レシピについては、市ホームペー
ジに掲載し市民に対し情報提供を
行う。

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

子ども未来部　子育て支援課

3

食をとおして
地域をつくる

2

目標

平成29年度取組み状況

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
健康をつくる

平成30年度計画・内容

目標

平成30年度

領域

平成30年度

領域

領域

3

事業名

食をとおして
健康をつくる

目標

平成30年度

衛生管理研修、調理実習（新メニューの開発・調理作業手順の確認）

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
人と育む

32

1

食をとおして
人と育む

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

1

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

10、子育て支援センターかしわ 食育事業 ■目的 食育活動を通して、世代間交流を図る。

　　　「もりもりクッキング」 ■内容

いただく。

■時期 毎月第2水曜日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 市内在住の就学前の子どもと家族、地域の方
○ ○ ○ ※親子12組、地域の方8組

■回数・人数 年12回

352名（子ども157名、大人195名）

■協働機関 町内会等

■毎月第２水曜日に実施
■お花見弁当、恵方巻、寿司
ケーキ、いなり寿司等季節のメ
ニューやお好み焼き、おにぎら
ず、豚汁、けんちん汁、いもも
ち、かぼちゃもち等子ども達が
好きなメニュー、親子で一緒に
楽しみながら作ることができる
メニューを実施する。
■通常メニューと離乳食メ
ニューを年3回実施予定

食をとおして
地域をつくる

目標

平成30年度

事業名 平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容

領域

3

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

子ども未来部　子育て支援課

地域の方が講師となり、季節のメニュー等を料理をし、一緒に食べる。

子どもが出来るだけ調理に参加できるようにし、地域の方から伝えて1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 アグリネット事業 ■目的 農業に触れ、食の大切さを学ぶ体験学習 アグリネット事業としてNPO法人へ委託

（年６回実施予定）

■内容 農作業体験（きのこ・メロン・お米の植付け収穫）、おにぎり作り  5月27日　  入学式、田植え・大豆の種植え

 7月22日　  草取り作業

■時期 4月30日、5月28日、6月25日、8月6日、10月1日、10月22日 9月9日 　　枝豆収穫

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■対象 市内在住で小学生を含む家族  9月 30日　 お米の収穫

○ ○ ■回数・人数　　年6回　　14家族33人（内こども19人） 10月21日 　脱穀･もみすり

（毎回参加者の人数は変動あり）
11月18日　豆腐と油揚げ作り、お米の試食

■協働機関　　　 　　　　　　卒業式

２、 ■目的

■内容

1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 ■時期

■対象

■回数・人数

■協働機関

平成30年度　第１回食育推進協議会資料

1 3

食をとおして
健康をつくる

平成29年度取組み状況 平成30年度計画・内容事業名

経済部農政課

食をとおして
地域をつくる

平成30年度

2

食をとおして
人と育む

2 3

目　標

行動目標

行動目標

平成30年度

目　標

1

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
人と育む

別紙様式
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、妊婦教室（マタニティクラス） ■目的 ■目的

調理実習を通じて味付けや量を理解し家庭での食事作りに生かす。

■内容 講話「食事バランスガイド」「妊娠期・産後の食事について」
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 調理実習
○ ○ ○ ■時期 奇数月開催　1コース3回のうち1回 ■内容　

■対象 妊娠１６～３５週（5～９か月）の妊婦とその家族

■回数・人数 4回　38名

■協働機関

２、育児教室 ■目的 離乳食初期の量や形態等の進め方がわかる。 ■内容　

離乳食の進め方などの不安や悩みについて解決策がわかり、

ゆったりとした気持ちで離乳食が与えられる。

■内容 講話「離乳食の進め方」　　調理実演・試食 ・年6回開催

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 偶数月開催
○ ■対象 生後6～7か月の乳児とその保護者

■回数・人数 ６回　８７名

■協働機関

３、食育講座 ■目的 朝食の効果や大切さを理解し、朝食を食べる習慣を身につける。 ■内容

家族の食について考える機会とする。 　栄養士・歯科衛生士講話

■内容 栄養士・歯科衛生士講話

テーマ「あたまとからだを育てる3つの習慣」
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 子どもと一緒に作れるメニュー紹介 ・メニュー紹介
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 6月

■会場 ■時期　６月～７月

（はくよう、しままつ、めぐみの、こがね、かしわ） ■会場 ６会場

ひろば（福住） ・市内子育て支援センター

■回数・人数 ６回　５４組

■協働機関 子育て支援センター

1

食をとおして
人と育む

はくよう、しままつ、めぐみ
の、こがね、かしわ、えにわ
（新規）

2

食をとおして
地域をつくる

2

3

食をとおして
地域をつくる

「ちょっと待って！そのおやつ！
～子どもを伸ばす賢い選び方～」

食をとおして
地域をつくる

3

平成３０年度　第１回食育推進協議会資料

事業名

領域

平成３０年度計画・内容平成２９年度取組み状況

平成30年度

平成30年度

領域

領域

目標

妊娠中から自分の食生活を振り返り、バランスのよい食事や必要な
栄養素の摂取について理解を深める。

食をとおして
健康をつくる

・妊娠高血圧や糖尿病等の予防
や妊娠中から産後に必要な栄養
について理解を深め、食生活を
実践できるようにする。

保健福祉部保健課

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

目標

■回数　4回

・口腔発達に合わせた離乳食の
進め方

・試食及びグループワークの実
施

食をとおして
人と育む

3

子育て支援センター

1 2

平成30年度

目標

1

食をとおして
健康をつくる

44



食育推進事業取組み状況 機関・団体名

４、食育講演会 ■目的 食育の普及啓発 ■開催時期は、９月を予定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ■内容 講演　パパにも聞いて欲しい！子どもの脳力(能力)を引き出すヒミツ！
～頭・体・心をレベルアップさせる方法～

講師　江別市立大麻小学校　栄養教諭　東　定利　氏 　

※食育推進展示同時開催

■対象 乳幼児・小学生の保護者、市民

■時期 １０月７日（土）

■回数・人数 ３６名

■協働機関

５、食育推進展示（えにわの食育展） ■目的 関係機関や団体での食育推進の取り組みを通じ、食に関する知識や ■内容

情報を伝え、市民の食に対する関心を高める。

■日時・会場

６月１２日(月)～６月２１日(水)フレスポ恵み野 ■日時・会場

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ６月２２日(木)～６月２６日(月)保健センター 6月11日～6月20日　フレスポ恵み野

○ ○ ○ ７月９日(日)　  市民会館２階(口腔衛生キャンペーン同時開催) 6月21日～6月29日　えにあす2階

１０月7日(土)  保健センター(恵庭市食育講演会同時開催) 7月8日　　　　　　　　　市民会館

■内容 取組みパネル展示、レシピ・パンフレット等配布

野菜に関する事業紹介や野菜摂取量増加を促す内容の展示

■回数・人数 ８５１名

■協働機関

（口腔衛生ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ同時開催）

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
健康をつくる

食をとおして
人と育む

子ども未来部子育て支援課、経済部農政課、経済部商工労働
課、　　教育部学校給食センター、教育部社会教育課

平成３０年度　第１回食育推進協議会資料

保健福祉部保健課

食をとおして
人と育む

2

2

子ども未来部子育て支援課、経済部農政課、経済部商工労
働課、教育部学校給食センター、教育部社会教育課、北海
道文教大学、ルーキーズカンパニー

子どもの成長や体力・学力向上に重要な食事を理解し、生活に取り
入れる

運動や睡眠などの生活習慣との繋がりを理解し、効果的な食事を身
につける

9月予定　　　　　　　　市民会館

食をとおして
地域をつくる

食をとおして
地域をつくる

 (食育講演会同時開催）

・取組みパネル展示、レシピ・
パンフレット等配布

平成３０年度計画・内容平成２９年度取組み状況

平成30年度

領域

平成30年度

3

目標

事業名

3

1

目標

領域

1
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